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1.	 背景・目的 
	 CO2レーザー（主な波長 9.6 µm，10.6 µm）
は，放電管構造の種類や放電方式の種類，発振

方式の種類により，ポータブルな小型なものか

ら据え置きの大型なもの，低出力から高出力，

10 nsの短パルスから 10 msの長パルス，低ビ
ーム品質のものから高ビーム品質のものまで

様々である． 
	 我々は，小型で高性能なレーザー装置を実現

する方式として，軸方向放電励起方式に着目し

ている．これまでに，我々は，軸方向放電励起

CO2レーザーでは，パルス幅 60 nsから 100 µs
の制御や繰り返し周波数 300 Hz，出力 7.0 Wの
短パルス発振，様々なレーザーパルス波形を用

いたガラスや樹脂，紙，歯などの加工の研究を

行ってきた 1-4)． 
	 本研究は，レーザービームの集光径やフルエ

ンスの向上のために，軸方向放電励起 CO2 レ

ーザーのビーム品質の向上を目的とした． 
 

 
Fig. 1.	 軸方向放電励起 CO2レーザー． 
 
2.	 実験装置 
	 Fig. 1は，軸方向放電励起 CO2レーザーであ

る．放電管は，内径 13 mm，長さ 45 cmのアル
ミナセラミックパイプとその両端の電極で構

成された．共振器は，反射率 85%の ZnSe出力
鏡と曲率 10 mの全反射鏡，共振器長 175 cmで
構成された．また，共振器の中に，径 11 mm，
または，9 mm，7 mmのアパーチャーが設置さ
れた．励起回路は，−600 V のパルス電源とト
ランス，700 pFの充電容量，スパークギャップ，
放電管で構成された． 

実験は，混合比 CO2:N2:He = 1:1:2の媒質ガス
と 1 Hzの繰り返し周波数で行われた．集光径
の測定では，焦点距離 5 cm の ZnSe レンズが
用いられた．また，感熱紙（ZAP-IT）により
集光径が測定された． 
 
3.	 結果 
ガス圧 2.8 kPaにおいて，出力されたレーザー
パルスは，尖頭パルス幅 411 ns，尖頭パルスエ
ネルギー0.85 mJ，パルステール長 135 µs，テ
ールエネルギー24.5 mJのテール付き短パルス
であった． 
	 このとき，アパーチャなしではドーナツ型の

ビーム，11 mmと 9 mmのアパーチャではトッ
プハット型のビーム，7 mmのアパーチャでは
ガウシアン型のビームが得られた．Table 1は，
ガス圧 2.8 kPaにおけるM2と拡がり角（全角），

エネルギー，集光径，フルエンスのアパーチャ

サイズ依存特性である．ガス圧依存特性などの

詳細は，当日，報告する． 
 
Table 1．レーザービームのアパーチャサイズ依
存特性 
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